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はじめに 
 古典的通説ではカロリング期以降いわゆるグレゴリウス改革以前（10-11
世紀半ば）のカタルーニャ（現スペイン北東部）は、ラテン・キリスト教世
界全域でも教会腐敗が特に著しかった地域、旧態依然たる在地社会の典型と
されてきた。教会史研究のみならず封建社会成立論や、その特異な史料状況
とも複雑に絡まりあった伝統的理解は、しかし最近 30 年間の研究の進展によ
って大幅に書き換えられている。それを後押ししたのは、現地カタルーニャ
における史料刊行と個別所見の蓄積であると同時に、研究のさらなる国際化
にともなう視野の拡大および方法の多様化であった。筆者は以前本誌におい
て、主として律修教会（修道院）に即しつつ、中世カタルーニャ教会史研究
のこのような現状を概観した1。今回はもう一方の在俗教会（主に司教座教会）
に焦点を当て、司教区単位で深化している最近 30 年間の研究動向を整理す
るとともに、旧稿では保留にした領邦政治との関係や聖堂参事会改革をめぐ
る議論の革新にもふれたい。 
  
                                                     
1 村上司樹「10-11 世紀カタルーニャの教会と社会」『摂大人文科学』17（2009 年）、
31-58 頁。 
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1. 概観 
1-1 古典的通説 
 「11 世紀後半の宗教的熱狂によって変化する以前のヨーロッパの古い宗教
生活を一瞥したいならば、歴代カタルニア伯に眼を向けるのが一番よい。」 
教会史に社会史の地平を拓いたと評されるイギリス人史家リチャード・サザ
ーンは、1950 年代に出版された国際的名著『中世の形成』において、このよ
うに喝破した2。「古い宗教生活」とは、いわゆるグレゴリウス改革以前の、高
位聖職が世俗権力者に左右されていた状態を指す。ギフレ多毛伯 Guifré el 
Pelós（840-97 年、ウルジェイ Urgell・サルダーニャ Cerdanya 伯在位 870-97
年、バルセローナ Barcelona・ジローナ Girona 伯在位 878-97 年）を共通の
祖先とするカタルーニャ諸伯（および副伯）は、領内の教会を掌握して、その
高位聖職に甥、息子、兄弟を就けた。しかもこれには通常、金銭の授受がと
もなっている。こうしたことは同時代のラテン・キリスト教世界全域に共通
する現象であったが、それでも特に「古いイージーゴーイングな方法」を改め
ず、教皇グレゴリウス 7 世 Gregorius VII の時代（在位 1073- 85 年）まで「依
然として旧来のありかたのままに落ち着いていた」のがカタルーニャである
という3。 
 グレゴリウス改革以前のカタルーニャ教会は、20 世紀の大半を通じて、お
おむね以上のように理解されてきた。その基調は腐敗堕落であり、前提は俗
権支配である。例えば 1980 年代以前のスペイン教会史研究を集大成した叢
書においても、中世の巻の該当箇所を担当したアントニオ・オリベル Antonio 
Oliver は、カタルーニャは 10 世紀後半に「霊的生活の退廃 decadencia」に
陥ったという。すなわち 9 世紀以来、教会法に則って当人の資質を問うもの
であった司教選出過程が、この時期から出身家門の政治的・社会的影響力に
左右されるようになる。要するにシモニア simonia（聖職売買）の蔓延であ
り、それはつづく 11 世紀を通じてカタルーニャ「教会の欠陥 las lacras de la 
Iglesia」であり続けたという。その原因は伯（や副伯）の干渉に帰され、か
                                                     
2 引用はリチャード・サザーン（森岡敬一郎・池上忠弘訳）『中世の形成』みすず書房、
1973 年、92 頁より。原著は SOUTHERN, Richard, The Making of the Middle Ages, 
London 1953．教会史家サザーンの業績および経歴については、以下の書物とその「訳
者あとがき」を参照。サザーン（上條敏子訳）『西欧中世の社会と教会 ―教会史から
中世を読む』八坂書房、2007 年。 
3 サザーン『中世の形成』92、96 頁。 
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かる俗権支配は「この世紀の悪 el mal del siglo」とまで形容された4。 
 注目すべきは以上のような教会史の通説が、隣国学界の社会変動論から結
果的に後押しを受けたことである。対象を一地方に限定し、その枠内で自然
環境から政治、経済、法制、文化、心性に至るまで、社会全体の構造的把握
を目指した戦後フランス学界、とりわけ 1970 年代以降の研究が提示したこ
の時代の歴史像は、前述のカタルーニャ教会論と親和性が高かった5。そこで
は 1030-60 年代前後が一大画期とされ、このわずか 30 年ほどの間に古代か
ら中世への革命的転換が起こったという。こうした議論を「紀元千年の変動」
論もしくは「封建革命」論と呼ぶことは周知の通りだが6、重要なのは変化す
る以前（具体的には 10 世紀後半から 11 世紀前半まで）のカタルーニャ社会
が、古代的法治主義の伝統によって支配されていたというテーゼである。そ
れはローマ法を継承した体系的成文法典（いわゆる西ゴート法典）、農民も文
書箱を用意するほど多用された法行為記録（証書）、職業的裁判官が法典と証
書に基づいて運営する公法廷などによって具現化され、あらゆる社会的活動
を規制していたと理解された7。教会はその支柱であったという。カタルーニ
ャ諸伯がローマ的公法統治の継承者である西ゴート王権に倣ったのと同様に、
カタルーニャ教会人は「法の編纂者であったトレドの教父たち」に倣ったと
される8。すなわち司教はしばしば伯と共同で公法廷を主宰し、多くの司祭が
裁判官を兼任してその下で実質的運営に当たった。そもそも聖職者の高度な
                                                     
4 FERNANDEZ CONDE, Javier(ed.), Historia de la Iglesia en España, II-1, La 
Iglesia en la España de los siglos VIII al XIV, Madrid 1982, pp.227-231. 
5 今日まで続くこの伝統は 1950 年代の、フランス南東部マコネ地方を対象にしたジョ
ルジュ・デュビィの研究から始まった。1970 年代にその手法をカタルーニャに適用し、
デュビィその人から「1 オンスの贅肉もない完全体」と賞されたのが、ピエール・ボ
ナッシーの以下の博士論文である。BONNASSIE, Pierre, La Catalogne du milieu du 
Xe à la fin du Xie siècle. Croissance et mutations d’une société, 2 vols, Toulouse 
1975-1976．引用はジェラール・プラダリエの弔辞による。Annales du Midi 250(2005), 
pp.141-143．以下の拙稿も参照。前掲拙稿「10-11 世紀」33-36 頁。史料へのアクセス
条件が格段に向上した現在のカタルーニャ学界においてさえ、この分野で「これに比
肩しうる研究はない」（フルセル・サバテ）と評される。SABATÉ, Flocel, La 
feudalització de la societat catalana, in SABATÉ, Flocel, FARRÉ, Joan(ed.), El 
temps i l'espai del feudalisme, Lleida 2004, pp.221-312．引用は p.229. 
6 村上司樹「11 世紀前半カタルーニャ地方における修道院の「危機」とその所領政策
―サン・クガト・ダル・バリェス修道院の事例から―」『史学雑誌』113-6（2004 年）
1-37 頁、特に 1-4 頁参照。 
7 BONNASSIE, La Catalogne…, pp.136-144. 
8 BONNASSIE, La Catalogne…, pp.177-183．引用は p.183. 
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リテラシー、司教座教会や修道院が果たしたアーカイヴ機能がなければ、法
典と証書に立脚した統治システムそのものが存立しえなかったであろう。ゆ
えに伯権力は教会を手厚く保護し、教会もその文書主義的傾向から伯権力に
臣従する。カタルーニャ諸伯は、世俗貴族を「公人」として下僚扱いしたの
と同様に、教会に対しても「真の主人」として臨む。つまり伯による司教職
や司教座教会の掌握は、ローマ皇帝権、西ゴート王権から公法統治を継承し
た古代的君主権力の、正当な権限行使として受容されていたというのである9。 
 さらに慣習法地帯の北西ヨーロッパと成文法地帯の南欧地中海という、一
般によく知られた南北類型論の影響も無視できない。後者に属するカタルー
ニャ教会人は、それゆえ北の聖職者に比べて、ともすれば霊性や信仰心に欠
けるとみなされてきた。霊的制裁をめぐる理解の相違は、その典型であろう。
すなわち北西ヨーロッパの教会領主は物理的暴力で優る世俗領主に対し、例
えば破門、聖遺物辱めの儀式、聖人伝を媒体とする懲罰奇蹟の威嚇などの、
霊的な「武器」を駆使して戦った10。ところが南欧カタルーニャの教会領主
は、依然として公法廷に訴えることをやめない。頼みとするのは法典、証書、
証人など、古代ローマ以来の法的「武器」である。たしかにフェーデの増大
により、紀元千年以降はやむなく典礼罰に頼る例もみられた。しかし、それ
はあくまでもイレギュラーな事態にすぎず、結局は「その無力の証明」と評
される11。紛争史研究のこうした知見が教会史の理解に直接影響するわけで
はないにせよ、同時代の北西ヨーロッパでは聖遺物崇拝や典礼改革を通して
信仰心の爆発的高揚がみられたのと比べれば、南欧地中海の教会と社会には
そうした霊性が相対的に希薄であったとされるのも無理からぬところがある。 
                                                     
9 BONNASSIE, La Catalogne…, pp.178, 180． 
10 ROSENWEIN, Barbara, Feudal War and Monastic Peace: Cluniac Liturgy as 
Ritual Agression, Viator 2(1971), pp.129-157; ROSENWEIN, Barbara, HEAD, 
Thomas, FARMER, Sharone, Monks and Their Enemies: A Comparative Approach, 
Speculum 66(1991), pp.764-796; LITTLE, Lester, Benedictine maledictions: 
Liturgical curshing in Romanesque France, New York 1993; 轟木広太郎『戦うこと
と裁くこと 中世フランスの紛争・権力・真理』昭和堂、35-79 頁。 
11 BONNASSIE, La Catalogne…, pp.652-653; なお同時期の南フランス史研究にお
いても、こうした典礼罰はローマ的明晰さの喪失としてネガティヴに評価された。
MAGNOU-NORTIER, Elisabeth, La société laìïque et l'église dans la province 
ecle'siastique de Narbonne(zone cispyrénéenne) de la fin du VIIIe à la fin du XIe 
siecle, Toulouse 1974, p.309．霊的制裁の研究史におけるこうした南北差については
BOWMAN, Jeffrey, Shifting Landmarks. Property, Proof, and Dispute in Catalonia 
around the Year 1000, New York 2004, pp.56-60 を参照。 
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 最後にシモニアほど指摘されてこなかったとはいえ、広範にみられるニコ
ライズム nicolaism（聖職者妻帯）もまた、カタルーニャ教会が腐敗堕落し
ているという印象を強化してきた12。たしかに聖職者の妻帯・畜妾は、同時
代のラテン・キリスト教世界全域に共通する。しかしカタルーニャでは、そ
の特異な史料状況ゆえ、それが他地域より目立った形であらわれる。すなわ
ちこの地域には、叙述史料がまったくといってよいほど欠落している一方で、
証書史料は 1 万数千点ものオリジナル文書として伝来している13。したがっ
てニコライズムの史料所見も、年代記や聖人伝などの作者が多少の文飾を織
り交ぜつつ聖職者の倫理的退廃を嘆く、あるいは非難するといった類のもの
ではない。ここでは司祭や助祭を意味するサケルドス sacerdos、サケル sacer、
プレスビテル presbiter、レウィタ levita などの肩書きを持つ人びと、つまり
聖職者本人が、例えば贈与、売買、遺言、裁判などの法行為記録において、自
身の妻ないし妾、彼女との間に生まれた子供、あるいは聖職者であった父親な
どについて公然と言及しているのである14。その様子は実に屈託がなく、かつ
ごくありふれた現象といってよいほど史料に頻出する。こうした傾向はウルジ
ェイ司教座やビック司教座において顕著であり、とりわけ後者の事例は実に
17 世紀以来、カタルーニャ教会における改革不在の証拠として醜聞扱いされ
てきたほどである15。だが両者に比べて控えめであったとされるジローナ司教
座でもけっして事例に不足するわけでない16。以上のような史料が喚起する印
象もまた、教会史の古典的通説を支えてきた一因であろう。 
 
1-2 近年の動向 
 流れが変わったのは 1980 年代後半である。中世の栄光とその固有のあり
方にアイデンティティを求めた、19 世紀後半以来のスペイン地域ナショナリ
ズムにも後押しされながら、精力的な史料刊行と研究方法および歴史認識の
                                                     
12 FREEDMAN, Paul, The diocese of Vic. Tradition and Regeneration in Medieval 
Catalonia., New Brunswick 1983, pp.22-23; MARTÍ BONET, Josep Maria(ed.), 
Barcelona, Terrasa, Sant Feliu de Llobregat, Girona, <Historia de las diócesis 
españolas 2>, Madrid 2006, p.500. 
13 BONNASSIE, La Catalogne..., pp.22-40. 
14 PLADEVALL, Antoni, Historia de l'Esglesia a Catalunya, Barcelona 2007, p.65. 
15 FREEDMAN, Paul, L'influence wisigothique sur l'Église catalane, in L’Europe 
héritière de l’Espagne wisigothique, Madrid 1992, pp.69-73．特に p.78. 
16 MARTÍ (ed.), Col.lecció diplomàtica…, 197(1029); 272(1054).  
村上 司樹 
─  ─ 146
刷新が進んだ。 
 史料刊行については各種の公的イニシアティヴ、なかんずく私的財団の寄
与が大きい17。とりわけノゲラ財団 Fundació Noguera とウルジェイ文化振
興会 Societat Cultural Urgel.litana は、いずれも 1970 年代後半に設立され
て以来、膨大な数の証書群を刊行してきた。研究テーマにもよるが、前者の
叢書「古文書集成 Col.lecció diplomàtica18」、後者の年報『ウルジェイア 
Urgellia19』だけでも必要な情報源の多くを確保できるほどである。他にも
例えばビック司教座に伝来する豊富な文書群がウゾナ研究財団 Patronat 
d'Estudis Ausonencs やカタルーニャ語研究所 Institut d'Estudis Catalans
                                                     
17 史料刊行の全般的状況については以下を参照。SABATÉ, Flocel,, La feudalització…, 
pp.233-235（特に注 68）; BONNASSIE, Pierre, Les documents catalans des IXe-XIIe 
siècles: éditions récentes et publications en cours, Le Moyen Âge, cv(1999), 
pp.149-160. 
18 いくつか例を挙げるならビック司教区については BENET, Albert, Diplomatari de 
la ciutat de Manresa(segles IX-X), Barcelona 1994; GALERA, Andreu, Diplomatari 
de la vila de Cardona(anys 966-1276), Barcelona 1998; ジローナ司教座文書につい
ては MARQUÈS, Josep Maria(ed.), Cartoral, dit de Carlemany, del bisbe de 
Girona(s.IX-XIV), 2 vols., Barcelona1993; PRUENCA, Esteve, Diplomatari de 
Santa Maria d'Amer, Barcelona 1995; Col.lecció diplomàtica de Sant Daniel de 
Girona(924-1300), Barcelona 1997; MARTÍ, Ramon(ed.), Col.lecció diplomàtica de 
la Seu de Girona(817-1100), Barcelona 1997. バルセローナ司教座については、
ALTURO, Jesús, L'arxiu antic de Santa Anna de Barcelona del 942 al 1200, 3 vols., 
Barcelona 1985; PARDO, Maria, Mensa Episcopal de Barcelona(878-1299), 
Barcelona 1994; PUIG, Pere, RUIZ, Vicenç, SOLER, Joan, Diplomatari de Sant 
Pere i Santa Maria d'Ègara Terrassa, 958-1207, Barcelona 2001 などがある。 
19 サブリア・バラウトによる、一連のウルジェイ司教座文書（10-11 世紀のそれは 897
点）活字化はその最たるものである。BARAUT, Cebrià, Els documents, dels segles IX 
i X, conservats a l’Arxiu Capitular de la Seu d’Urgell, Urgellia 2(1979), pp.7-145; 
BARAUT, Cebrià, Els documents, dels anys 981-1010, de l’Arxiu Capitular de la 
Seu d’Urgell, Urgellia 3(1980), pp.7-166; BARAUT, Cebrià, Els documents, dels 
anys 1010-1035, de l’Arxiu Capitular de la Seu d’Urgell, Urgellia 4(1981), pp.7-186; 
BARAUT, Cebrià, Els documents, dels anys 1036-1050, de l’Arxiu Capitular de la 
Seu d’Urgell, Urgellia 5(1982), pp.7-158; BARAUT, Cebrià, Els documents, dels 
anys 1051-1075, de l’Arxiu Capitular de la Seu d’Urgell, Urgellia 6(1983), pp.7-243. 
また当時のカタルーニャではきわめてめずらしい聖人伝史料『聖エルメンガウドゥス
伝』も、同じくバラウトによって活字化され、写本の伝来状況とテクストの比較分析
が行われている。BARAUT, Les fonts documentals i hagiogràfiques medievales de la 
vida i miracles de Sant Ermengol, bisba d’Urgell(1010-1035), Urgellia 
14(1998-2001), pp.137-165. 
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から刊行されており20、特にカタルーニャ中世史学の泰斗ラモン・ダバダル
が紀元千年以前の全史料を網羅すべく開始した『カタルーニャ・カルリンジ
ャ Catalunya Carolingia』第 4 巻が 1994 年に出版されたことによって、10
世紀以前の伝来史料について全体像が把握できるようになった21。 
 また大量分析に適したユニークな史料状況を活かして、わが国でいうとこ
ろの史料論的研究も盛んであり、当時の文書利用状況に関する知見は格段
に深化している。とりわけ外国人研究者の活躍が著しい。例えば 1996 年に
英国リーズ大学で開かれた第 3 回国際中世学会では、現地カタルーニャの
研究者であるペラ・バニトゥと英語圏に属するアメリカ人研究者アダム・
コスト、ナサニエル・テイラーがそれぞれ別の史料類型（農地契約文書、コ
ンウェニエンティア、遺言宣誓文書）を取り上げ、共同セッション「カタル
ーニャの文書館を掘る」を企画した22。コストには俗人の文書利用に関する
論考もあり、そこでは高度のリテラシーを持つ聖職者とそれを欠いた俗人と
いう伝統的二分法を批判的に再検討している23。またフランス学界でも、現
在の史料論研究を先取りした感のあるミシェル・ジンメルマンの長年の研究
成果が、2000 年代になって 2 巻の書物にまとめられた24。さらにわが国でも
足立孝のように、その特異な史料状況の本質そのものに迫った研究が出てい
る25。 
                                                     
20 同司教座の聖職者で文書館長を務めたアドゥアルト・ジュニェンの、長年にわたる
学問的営為による。JUNYENT, Eduard(ed.), Diplomatari de la catedral de Vic, 
segles IX-X, Vic 1980-1987; Diplomatari i escrits literaris de l'abat i bisbe Oliva, 
Barcelona 1992. 
21 ORDEIG, Ramon(ed.) Catalunya Carolíngia IV: els comtats d’Osona i Manresa, 
Barcelona 1999．既刊の 3 巻は以下の通り。d'ABADAL(ed.), Ramon, Catalunya 
carolingia II: Els Diplomes carolingis à Catalunya, Barcelona 1955; Catalunya 
Carolingia III: Els Comtats de Pallars I Ribagorça(2 vol.), Barcelona 1955; 
SOBREQUÉS, Jaume, Catalunya Carolingia I, El Domini caroling a Catalunya, 
Barcelona 1986. 
22  BENITO, Pere, KOSTO, Adam, TAYLOR, Nathaniel, Three typological 
approaches to catalonian archival evidence, 10-12 centuries, Anuario de Estudios 
Medievales 26(1996), pp.43-88． 
23 KOSTO, Laymen, Clerics, and Documentary Practices in the Early Middle Ages: 
The Example of Catalonia, Speculum 80-1(2005), pp.44-74. 
24 ZIMMENMANN, Michel, Écrire et lire en Catalogne (IXe–XIIe siècle), 2 vols., 
Madrid 2005. 
25 足立孝「9-11 世紀ウルジェイ司教座聖堂教会文書の生成論」『西洋中世研究』1（2009
年）87-105 頁。 
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 こうして従来よりもアクセスが容易になり、情報源としての精度を増した
史料群に基づきながら、質量ともに豊かな個別研究が積み重ねられていった。
詳細は以下の各章に譲るが、全体的にみれば各司教区やさらにミクロな視点
で地域社会と教会の具体相が掘り下げられている一方、ピレネーを挟んで南
フランスの一部地域とカタルーニャを包括するナルボンヌ大司教区を枠組み
とした新たな広域的議論が一般化しつつある。そしてそのいずれにおいても
現地カタルーニャ人研究者と並んで外国人研究者の活躍が目立っており、最
近 30 年間はとりわけ英語圏出身の研究者が、伝統的に影響力の大きな独仏両
国の研究者に劣らない成果を発表している。以下 3 点に分けて整理しておく。 
 第 1 に地方独自の聖俗秩序が再評価されるに従い、クリュニー・グレゴリ
ウス改革を基準とするかつての普遍的モデルは後退した。例えば南フランス
史研究においては早くから指摘されていたことであるが、シモニアと見なさ
れたのは司教に選出された者が保護者に対して一種の礼金を支払う地方的慣
行であり、司教職を私物化するという意味での売買ではない。そもそも私有
教会や俗人叙任など、北西ヨーロッパの事例から構築された分析概念を南西
ヨーロッパのこの地方には適用すること自体に無理があるのであって、この
贈与金も俗権による教会支配というよりは伝統的な聖俗協力の一端というべ
きものであった26。実際、後に詳述するとおり、この時期の教会改革や平和
運動は教会と世俗有力家門の親密な関係を前提としている。さらにいえば、
この原則は広く統治行為や社会活動の全体に貫徹しており、10-11 世紀カタ
ルーニャをして独自の小世界たらしめる基盤であったことが明らかになって
いる。重要なのは法的正義・財産・裁判手続きの理念を広めた西ゴート法だ
けでなく、伯と並んで司教を公権力の代行者と位置付けたカロリング的政治
思想が創造的に適用されて、この時代特有の新しい秩序を形成していたとい
う指摘であろう27。 
                                                     
26 MAGNOU-NORTIER, Elisabeth, La société laìïque et l'église dans la province 
ecle'siastique de Narbonne(zone cispyrénéenne) de la fin du VIIIe à la fin du XIe 
siecle, Toulouse 1974, pp.335, 350-355; 印出忠夫「南仏ナルボンヌ大司教座における
「グレゴリウス危機」について ― E. MAGNOU-NORTIER の業績から―」『文化
紀要』39＜弘前大・教養＞（1994 年）、1-27 頁。 
27 ZIMMERMANN, Michel, Entre royaume franc et califat soudain la Catalogne..., 
in Delort, R.(ed.), La France de l'an mil, Paris 1990, pp.75-99, 特に pp.82-86; ジェ
フリィ・バウマン（村上司樹訳）「橋をかける司教 ―中世ピレネーの聖性と権力―」
『都市文化研究』14、120-131 頁、特に 123 頁。また前掲拙稿「10-11 世紀」44-49
頁も参照。 
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 第 2 にローマ・西ゴート的な法伝統の相対化である。世俗法の影響を相対
視しようとするこの種の議論には、ヨーロッパ他地域との共通性を見出そう
とする傾向が見られる。例えば教会が霊的制裁に訴えなくとも、証書の罰則
条項では呪詛的表現が増大しているという事実への注目が、これに該当する。
それが 10 世紀半ばに生じた変化であったという指摘は、典礼罰が発展した
他地域、とりわけ北西ヨーロッパとの明らかな同時代性を想起させるからで
ある。また自ら率先して行ったわけではないにせよ、俗人が神判を請求した
場合、教会領主もそれを受け入れていたことが明らかにされた28。つまりカ
タルーニャ聖職者は、決して俗事に偏重していたわけではなく、また俗人と
隔絶した心性の持ち主だったわけでもない。さらに最近のいわゆる史料論的
研究により、世俗と教会の文書利用の間に本質的な差はないことが明らかに
なった。聖職者のリテラシーや文書主義を強調し、俗人とりわけ世俗領主層
との対立を想定する従来説は、この面でも修正を余儀なくされている29。 
 第 3 に断絶面よりも連続面が重視されるようになったことである。世俗原
理の優越による教会腐敗やローマ・西ゴート的伝統の排他的支配という古典
的理解は、各社会層・諸制度を新旧の明確なコントラスト（聖と俗、公と私、
腐敗と改革など）の下に配置し、一方から他方へのドラスティックな移行を
想定した 2 つの変革論（いわゆるグレゴリウス改革論および封建革命論）に
固有のものであった。この図式が崩れつつある。 
 教会史についていえば、まず 11 世紀教会改革は改革教皇権の出現以前か
ら、ラテン・ヨーロッパ世界各地で始まっていたことが広く認められるよう
になった。しかも聖と俗の普遍的闘争ではなく、聖と俗の地方的協力として
理解される傾向にある。また理念的な改革プログラムや霊的議論に劣らず、
物理的な教会建築の拡充や聖具・祭服などの整備が同等に重要であったこと
も、11 世紀改革の特徴であるという。建築ラッシュにわく当時のヨーロッパ
                                                     
28 ZIMMERMANN, Michel, Le vocabulaire latin de malédiction du IX-XII siècle : 
Construction d’un discours eschatologique, Atalaya: Revue frança d’ études 
médiévales hispaniques 5(1974), pp.37-55; Protocoles et Préambules dans les 
documents catalans du Xe au XII siècle: Évolution diplomatique et signification 
spirituelle, Mélanges de la casa de Velazquez 10(1974), pp.41-76; BOWMAN, 
Shifting Landmarks, pp.119-140. 以下の拙稿も参照。村上司樹「サン・クガト修道院
とバルナルト・ウトジェ－11 世紀中葉バルセローナ伯領｢辺境｣における修道院と城主」
『スペイン史研究』16（2002 年）1-22 頁。 
29 KOSTO, Adam, Laymen, Clerics, and Documentary Practices in the Early 
Middle Ages: The Example of Catalonia, Speculum 80-1(2005), pp.44-74. 
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を、古き衣を脱ぎ捨てて教会の白き衣をまとうがごとしと表現した年代記作
者ラウール･グラベールの有名な一節は、この文脈において霊的向上と同時に
物的改善を追求した 11 世紀改革の本質をいいあてているとされる30。それは、
とりわけカタルーニャ教会史研究にとって重要な指摘であろう。なぜなら年
代記や聖人伝などのナラティヴ史料がほとんど完全に欠落しているといって
よいカタルーニャについても、教会財を記録した証書史料や建築物あるいは
芸術作品などモノとしての史料を通して、自生的な教会改革を論じる可能性
が開けるからである31。 
 次にカタルーニャ封建制論の深化により、封建化は 10 世紀から始まって
12 世紀まで続いた長期持続的な現象であること、さらにそれを先導したのは
城主や騎士である以前に伯と教会であったことが明らかにされている32。こ
れは前述した古典的カタルーニャ教会・聖職者像の修正につながったと同時
に、聖俗とりわけ教会と新興領主層（城主層および武装従者ないし騎士層）
の関係論も大きく変えることとなった。なぜなら冒頭でも述べたとおり、い
わゆるクリュニー・グレゴリウス論と封建革命論は相互に親和性が高い。例
えばカタルーニャ教会と城主層の対立は、後者においては古代的公法統治と
中世的封建制の構造的矛盾として理解されるが、前者に依拠したカタルーニ
ャ教会史の通説でも新旧の霊的齟齬によるものとされた。すなわちシモニア
の悪弊を留める旧来教会に新興領主層は失望し、11 世紀半ばには自領に創建
した修道院を、南フランスや北イタリアの改革派修道院に寄進することで信
仰心を満たす傾向が顕著になったという33。こうした認識にはクリュニー修
                                                     
30  CUSHING, Kathleen, Reform and the Papacy in the Eleventh Century: 
Spirituality and Social Change, Manchester 2005, pp.91-95. 
31 この時代のカタルーニャ美術の傑作とされる、いわゆる「天地創造の刺繍布」につ
いて、美術史研究の分野から以下のような学際的アプローチが試みられていることに
注目したい。金沢百枝『ロマネスクの宇宙―ジローナの≪天地創造の刺繍布≫を読む
―』東京大学出版会、2008 年。なおこれに対する文献史学からの応答として、『史学
雑誌』118-6(2009)、102-111 頁に掲載した拙稿書評も参照。 
32 現地学界で封建社会成立論を牽引する・サバテの、前述の論考が近年の研究史を網
羅的に整理している。SABATÉ, La feudalització de la societat catalana, in SABATÉ, 
Flocel, FARRÉ, Joan(ed.), El temps i l'espai del feudalisme, Lleida 2004, 
pp.221-312.（注 5 参照）なお著者監修の下に以下のスペイン語訳も出版されている。
SABATÉ, La Feudalización de la sociedad catalana, Granada 2007。また前掲拙稿
「10-11 世紀」36-41 頁も参照。 
33 MUNDÓ, Anscari, Moissac,Cluny et les mouvements monastique de l'Est des 
Pyrenées du Xe au XIIe siècle, Annales du Midi, 75(1963), pp.551-570．特に
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道会が新興領主層と霊的友誼関係を深め、それによってカロリング期以来の
旧来教会勢力を凌駕したという、クリュニーの発展に関する伝統的理解の影
響がみてとれる34。しかし紀元千年前後の暴力的断絶が否定され、9-12 世紀
の政治文化的な連続性が重視されつつある現在、こうした理論的図式から出
発することは避けるべきであろう。 
 
1-3 本稿の構成 
 以上の概観を踏まえたうえで、以下に続く本論は 4 章に分け、それぞれビ
ック Vic、ジローナ Girona、ウルジェイ Urgell、バルセローナ Barcelona
の各司教座に即しつつ、まずこの時代を代表する司教を通して世俗権力との
関係を、次に司教の下で在俗教会を構成する司祭以下の聖職者集団とりわけ
司教座聖堂参事会をめぐる議論について整理したい35。 
 このような構成をとるのは、以前拙稿でも述べたとおり、今日の段階では
かつての広域的一般論は通用しないという認識に立つためである。すなわち
カタルーニャという地理的枠組みを所与の前提としていては、例えばローマ
への接近、クシャ・リポイ修道院改革、タラゴナ大司教座再建問題など、こ
の時代の教会史的現象を理解することはできない。そうした現在の到達点を
説明したうえで、今後求められるのは、第 1 に俗人の教会関与を肯定的にと
らえること、第 2 に多様なレベルの領域統合ならびに聖俗両エリート層の再
編を軸として社会との接点を見出すこと、そして第 3 にミクロ・リジョナル
                                                                                                                
pp.560-561. 
34 前掲拙稿「11 世紀前半」、特に注 24 を参照。 
35 カタルーニャにおけるグレゴリウス改革は、1068 年のジローナ教会会議から始まっ
たとされる。教皇特使ユーグ・カンディード Hugues Candide の主催で、ナルボンヌ
大司教ギフレ Guifred を始め、ラングドック、プロヴァンス、カタルーニャの高位聖
職者 17 人が参集した。聖職売買を異端と断罪し（第 1 条）、近親相姦や聖職者妻帯を
禁じる（第 2 条・第 3 条）など、全 12 条から成る決議を採択している。特使ユーグ・
カンディードは、先駆的十字軍ともいわれるバルバストロ征服やバルセローナ慣習法
典（ユザッジャ Usatges）の編纂にも関与した。キリスト教スペイン諸国と改革教皇
権の仲介役として知られる。また出席者の 1 人に、ラングドックの著名な改革派修道
院サン・ポンス・ド・トミエール Saint Pons de Thomières の院長フロタール Frotard
がいた。後にサン・クガト・ダル・バリェス Sant Cugat del Vallès 修道院など、多数
のカタルーニャ修道院をその修族傘下に収め、また教皇特使としてこの地方に派遣さ
れる人物でもある。FERNANDEZ CONDE, Javier(ed.), Historia de la Iglesia en 
España, II-1, La Iglesia en la España de los siglos VIII al XIV, Madrid 1982, 
pp.231-232, 285-287. 
村上 司樹 
─  ─ 152
な具体的研究であるという見解を示した36。 
 そもそも 12 世紀以前に「カタルーニャ」は存在しない。この地方の歴史
的前身が、9 世紀初めにカロリング王権が設置した「ヒスパニア辺境領 Marca 
Hispanica」であることは周知の事実である。しかし同辺境領は 10 以上の伯
領群から成る、いわば寄せ集めにすぎず、単独の「辺境伯」によって統轄さ
れる統一的行政体ではなかった。たしかに 9 世紀末には、ウルジェイ・サル
ダーニャ伯だったギフレ（多毛伯）がバルセローナ・ジローナ伯を兼ね、そ
の兄弟ミロ Miró がアンプリアス Empúries・ルサリョ Rosselló 伯に任命さ
れる。アラゴンに隣接する北西のパリャールス Pallars・リバゴルサ
Ribagorça 両伯領をのぞけば、ヒスパニア辺境領の大部分が同一家門の支配
下に置かれたのであり、しかも以後 15 世紀に至るまでその子孫を君主家門
として戴きつづけた。それゆえ多毛伯は「建国の父」と称される。しかし実
際には、各伯領は制度上の独立を保ちつづけ、複数伯家間で離合集散をくり
返した。一応の統一らしきものが生まれるのは、ようやく 11 世紀末から 12
世紀にかけてのことであり、それはまさしくグレゴリウス改革の時代と一致
する37。裏返せば本稿があつかうその前夜つまり 10 世紀から 11 世紀の段階
では、カタルーニャが領域的に統合されるのか、また統合されるにしてもど
のような形でなされるのかはいまだ不透明であった。 
 司教座や司教区を論じる際、この流動的状況は無視できない。なぜなら聖
俗協力がこの時代を読み解く鍵概念であることは前述したが、まずもって司
教と伯のパートナーシップに具現化されるこのカロリング的政治理念は、ラ
テン・キリスト教世界のどの地域にもましてカタルーニャにおいてよく保た
れたといわれるからである。それは事実上の君主が伯の地位に留まり続け、
例えば塗油儀礼などを通して神聖性を帯びることがなかった結果であるが、
そのために宗教的権威を補完する司教の重要性はいっそう増すことになった。
こうして君主のパートナーとなった司教は、他地域以上に強い影響力を持つ
                                                     
36 前掲拙稿「10-11 世紀」49-58 頁。旧稿では主に律修教会（修道院）に視点を据えて
研究史上の認識変化をあとづけた。今回は在俗教会（主に司教座教会）に即して学界
動向を整理したい。 
37「カタルーニャ Catalunya」という地名の出現もこの時期のことである。概観は以
下を参照。UDINA MARTORELL, Frederic, El nom de Catalunya, Barcelona 1961; 
BOLÒS, Jordi, Diccionari de la Catalunya medieval(ss. VI-XV), Barcelona 2000, 
pp.67-68; SABATÉ, Frocel, Corona de Aragón, in La época medieval: 
administración y gobierno, Madrid 2003, pp.237-323. 
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と同時に、その地位と司教区内の教会の運命は各伯家の動向と密接に結びつ
けられることとなった38。なかでも後に詳述するとおり、バルセローナ伯家
とサルダーニャ・バザルーBesalú 伯家の競合関係を抜きにして 10-11 世紀カ
タルーニャの教会史は理解できないというのが、現在広く受け入れられてい
る共通認識である。 
 
2. ビック 
2-1 ビック概略 
 北西部にそびえるピレネー山岳地帯、地中海に沿って南東部を縁取る平野
地帯、その両者をつなぐ中央の盆地帯（ビック平野 plana de Vic）にビックは
ある。10-11 世紀カタルーニャの扇の要ともいうべきビック司教区は39、空
間的にはウゾナ Osona 伯領とほぼ重なっており、位置的にはアンダルス
Ándalus（中世イベリア半島におけるイスラーム支配圏）と全面的に境界を
接していた。そのためカロリング王権の征服後もイスラーム勢力の脅威に晒
され、また新来の支配者フランクへの反感もあって政治的に不安定な状態が
続く。やがて 9 世紀前半に、それはウゾナ伯アイッソ Aissó の反乱となって
爆発した（826-27 年）。反乱は 1 年で鎮圧され、アイッソが引き入れた後ウ
マイヤ朝の援軍もバルセローナとジローナの包囲を解いて撤退したが、拠点
となったビック平野はすっかり荒廃してしまう。6 世紀以来の歴史を持つア
ウサ Ausa 司教座は同名の古代都市とともに放棄され、司教区全体が半世紀
以上も人口離散の状態に置かれることとなった40。 
 復興に手を着けたのはギフレ多毛伯である。ヒスパニア辺境領の主要伯領
群を掌握し、カタルーニャ諸伯家の半ば伝説的な始祖となった同伯は、領域
全体の要であるこの地に司教座を再建し、周辺農村地帯への植民運動を促進
した。同伯の死後も続いたこの運動を通して、10 世紀のビック司教座では以
下 3 つの変化がみられた。 
 第 1 に城塞稠密地帯と化した。植民運動には城塞の建設が付随する。ビッ
                                                     
38 FREEDMAN, L'influence…, p.73 参照; Le pouvoir épiscopal en Catalogne au Xe 
siècle, in Barral i Altet et al., Catalunya i França meridional, a l'entorn de l'any mil, 
Barcelona 1991, pp.174-180; 前掲拙稿「10-11 世紀」44-45 頁も参照。 
39 この地域の概略については以下を参照。FREEDMAN, The Diocese…, pp.1-13; 
BOLÒS, Jordi, HULTADO, Victor, Atles del Comtat d'Osona(798-993), Barcelona 
2001, pp.7-15. 
40 FREEDMAN, The Diocese…, pp.3-4; BOLÒS, HULTADO, Atles del…, pp.11-13. 
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ク司教区では 9 世紀末から 10 世紀末にかけて、主要なものだけでもグルプ 
Gurb、リュサ Lluça、バゾラ Besora、ミラニ Milany、ウリス Orís（以上ウ
ゾナ伯領）、オデナ Òdena、ケラルト Queralt、サルベラ Cervera（以上マ
ンレザ Manresa 伯領）など無数の城塞が出現した41。カタルーニャ全体では
この時期 800 以上の城塞が建設され、各城塞は平均わずか 6-8 キロメートル
間隔で、また密度にして 45 平方キロメートルあたり 1 城の割合で林立して
いたという42。なかでもビック司教区は城塞領域で覆い尽くされた43。上述の
城塞群はやがて固有の城主家系を戴き、それぞれに独立的な城塞領域を形成
する。それはこの地域の実質的な領域支配者であったビック司教とその教会
に、さまざまな難問を突きつけることになった。 
 第 2 に西ゴート教会の伝統との断絶である。フランクの征服によって表面
上はローマ・カトリック圏に組み込まれたカタルーニャ教会であったが、モ
サラベ典礼の継続や複数の修道戒律が併存する状態など、実態としてはなお
旧西ゴート教会の遺制を留めていた。例えば司教座教会の運営についても、
バルセローナ、ウルジェイ、ジローナの聖堂参事会組織は、依然としてトレ
ド公会議決議を規範としていた。そのなかにあって唯一ビック司教座のみが、
9 世紀後半の時点で参事会規定こと、いわゆるアーヘン戒律を採用したので
ある。それはアイッソの反乱がもたらした半世紀以上に及ぶ荒廃、および司教
座の一時的消滅によって教会の歴史に断絶が引き起こされ、カロリング的教
会政策を阻む旧西ゴート的伝統が一掃されたためであったとされる44。 
                                                     
41 SALRACH, Josep, El procés de feudalizació, 256-262; Atles d'historia, 72-75; 
BOLÒS, HULTADO, Atles del, pp.13-15; なおビック司教区は、北東の半分がウゾナ
伯領と、残る半分がマンレザ伯領が重なる形で広がっている。マンレザ伯領は同名の
都市を中心とする領域で、8 世紀末にカロリング王権によって創設された。だが実質
的に領域を形成したのはアイッソの反乱以降、特にギフレ多毛伯が進めた植民運動の
時期である。BOLÒS, Jordi, HULTADO, Victor, Atles del Comtat de Manresa 
(798-993), Barcelona 2004, pp.7-15. 
42  BONNASSIE, La Catalogne..., pp.123-127; J. M. Salrach, El procés de 
feudalizació (segles III-XII) , Historia de Catalunya t.2 , Barcelona 1987, p.259; 
RIU, Manuel, El feudalismo en Cataluña, in Feudacion Sanchez-Albornoz. En 
torno al feudalismo hispanico. I Congreso de Estudios Medievales, Avila 1989. 
pp.375-391．特に pp.381-382. 
43 RIU, Manuel, El paper dels <<castra>> en la redistribució de l’habitat al comtat 
d’Osona, Ausa X-102-104(1982), pp.401-409. 
44 BAUER, Die vita canonica..., pp.82-90; FREEDMAN, The Diocese…, p.42. 以下
の拙稿参照。村上司樹「中世スペインから見た『ヨーロッパ中世の宗教運動』」小澤実
編『『物語るロマネスク霊性 ―池上俊一著『ヨーロッパ中世の宗教運動』（名古屋大学
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 第 3 に伯家間競合の焦点化である。アイッソを最後として、独立のウゾナ
伯は歴史上から姿を消した。以後、同伯領は、東のジローナ伯領、南のバル
セローナ伯領とともに、バルセローナ伯家固有の支配領域を構成する。だが
同時に、その北部はサルダーニャ・バザルー伯家の支配領域に向かって突出
する形となっており、最北端のリポイ Ripoll 渓谷はサルダーニャ伯の影響下
に留まり続けた45。このため両伯家の競合関係が主軸を成す 10-11 世紀カタ
ルーニャ史では、ビック司教とその教会の動向が 1 つの焦点となる。とりわ
けギフレ多毛伯が同渓谷に創建したサンタ･マリア・ダ･リポイ Santa Maria 
de Ripoll 修道院は、この時代のカタルーニャを代表する教会改革運動の震源
地であったと同時に、10 世紀後半以降は急速にサルダーニャ・バザルー伯家
との関係と深めていた。リポイ修道院長にしてビック司教でもあったウリバ
Oliba は、それを具現化した人物である。 
 
2-2 司教ウリバとサルダーニャ・バザルー伯家 
 この時代のビック、というよりも 12 世紀以前のカタルーニャを代表する
教会人がウリバ（971 ごろ-1046 年）である。サルダーニャ・バザルー伯家
に生まれたウリバは短期間ベルガ Berga 伯を務めた（在位 998-1002 年）後、
サンタ・マリア・ダ・リポイ修道院に入って 6 年後には修道院長に選出され
（在位 1008-46 年。なお同年サン・ミケル・ダ・クシャ修道院長にも選出さ
れる）、さらに 10 年後にはビック司教の職も兼任した（在位 1008-46 年）。
修道院長と司教の両聖職において、いくつもの輝かしい功績を残したことで
知られる46。 
 古典的通説におけるウリバ評には、ある種の聖域といった感がある。実際、
教会史上の偉人であったことは間違いない。クシャとリポイの修道院長とし
て、ウリバはピレネー南北に展開する 40 近い修道院を修族 congregatio（修
                                                                                                                
出版会 2007 年）書評集』（クリオ 22 号別冊）クリオの会 2008 年 139-152 頁。
特に 139-144 頁。 
45 BOLÒS, Jordi, HURTADO, Víctor, Atles del comtat d'Osona(788-993), Barcelona 
2001, p.15. 
46 ウリバの生涯については、ビクトル・ファリアス・スリタ Victor Farias Zurita が
以下の歴史事典で簡潔にまとめている。MESTRE, Diccionari d’Historia…, p.752．ま
た以下は、カタルーニャ中世史研究の泰斗ラモン・ダバダルによる古典的研究。
d'ABADAL, Ramon, L'abat Oliba, bisbe de Vic, i la seva època, in Dels visigots als 
catalans, 2 vols., vol.II: La formació de la Catalunya independent, Barcelona 1974, 
pp.141-277． 
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道院連合体）に組織し、福音書斉唱や洗足儀礼の典礼を整備するなどクリュ
ニーにも見劣りしない改革運動を指揮した。またビック司教としては、1027
年にトゥールージェToulouges教会会議を主宰し、ヨーロッパ史上初めて「神
の休戦 Treuga Dei」を実施している。こうしたスケールの大きな実績ゆえに
ウリバは、あるときはカタルーニャ人史家から個人的な敬虔さと英明さをも
って一大改革運動を巻き起こした修道院長と賞され、またあるときは外国人
教会史家からラテン・キリスト教世界における普遍的な平和運動の発展に貢献
した司教と評されてきた47。その他にもシモニアという悪弊にただ 1 人敢然と
立ち向かったカリスマ、正義と慈善そして何よりも平和を愛した良識家など、
ウリバに対する最大級の賛辞は枚挙に暇がない48。 
 
2-2-(1) 平和運動にみる聖俗協力もしくは混交状態 
 だが多分に理想化されてきたウリバ像も、近年では冷静に再検討されつつ
ある。例えば神の休戦は、かつての構造史的な変動論においては、社会全体
を脅かす暴力に対して全般的平和を志向した民衆運動と考えられた49。しか
し近年では、本質的には教会権益の防衛活動であったとして、その社会的評
価は下方修正される傾向にある。実際ウリバが主宰した教会会議でも、例え
ば 1030 年のビック教会会議は、神の平和だけでなく商人保護や貨幣偽造に
関する決議を出している50。 
 しかしそれ以上に注目すべきは、司教ウリバの平和運動が決して公正中立
なものではなく、ときとして明らかに党派的なものであったという指摘であ
ろう。現在英語圏のカタルーニャ研究を主導しているアメリカ人史家アダ
                                                     
47 MUNDÓ, Anscari, Moissac,Cluny et les mouvements monastique de l'Est des 
Pyrenées du Xe au XIIe siècle, Annales du Midi 75(1963), pp.551-570, 特に
pp.554-560; HOFFMANN, Hartmut, Gottesfrieden und Treuga Dei, MGH 
Schriften 20 Stuttgart 1964, pp.73-77, 92-94. 
48 d'ABADAL, L'abat Oliba…, p. 257; ALBAREDA, Anselm, L'abat Oliba, fundador 
de Montserrat(971[?]-1046), Assaig biographic, Montserrat 1931, p.295; KOSTO, 
Adam, Oliba, Peacemaker, in OLLICH, Imma(ed.), Actes del Congrés Internacional 
Gerbert d’Orlhac i el seu Temps: Catalunya i Europa a la fi del 1r mil.lenni, 
Vic-Ripoll, 10-13 de novembre de 1999 (Vic 1999), pp.135-149, 特に pp.137-138. 
49 BONNASSIE, La Catalogne…, pp.656-662. 
50 BOWMAN, Jeffrey, Councils, memory and mills: the early development of the 
Peace of God in Catalonia, Early Medieval Europe 8(1999), pp.99-129; ISLA FREZ, 
Amancio, La alta edad media. Siglo VIII-XI. Historia de España 3er milineo, 
Madrid 2002, pp.249-250. 
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ム・コストは、その名も「平和実現者ウリバ」と題した 1999 年の論文にお
いて、ウリバが教会会議による平和運動と並行して従来型の裁判による紛争
解決にも積極的に関与していた事実に注目した。カタルーニャにおける神の
平和・休戦運動がかつてボナッシーの想定したような伯権力の衰退と古代的
公法統治の解体を取りつくろう窮余の策ではなく、西ゴートとカロリングの
双方の伝統を受け継いだ公権力の一翼としての司教の活動であったことは、
今日のアメリカにおけるカタルーニャ研究の基礎を築いた研究者の 1 人であ
るポール・フリードマンがすでに指摘していたところである51。コストはそ
こからさらに進み、司教ウリバの平和運動にサルダーニャ・バザルー伯家の
家門戦略をみてとった。 
 コストはまず、ウリバによる紛争解決の全般的パターンに注目する。約 40
年間について 16 件が伝来する裁判記録によれば、調停あるいは協議で決着
した紛争は 16 例中わずか 4 例にすぎない。残る 12 例のうち 10 例が白黒を
はっきりさせる一方的判決で終わっている。この割合は同時代のカタルーニ
ャとしては平均的数値であるとはいえ、争いを嫌う平和主義者の司教という
イメージにはそぐわない。しかも一方的判決に終わった 10 例のうち 9 例は、
ウリバ当人あるいはその盟友 ally に有利な内容であるという。また妥協的解
決をみた前述の 4 例においても、例えばパリャロルス Pallarols の住民がア
ジャ Age（サルダーニャ伯領）の牧草地を侵害してリポイ修道院の水利権ま
で脅かした 1027 年の係争では、判決が下る前に権利放棄を申し出た住民に対
して放牧地利用の承認と引き換えに年貢租を要求した。ウリバが貢租徴収権
のために要求に応じたことは裁判記録にも明記されており、そこからコスト
はウリバの関心が慈悲よりも権益にあったとする52。 
 さらに紛争解決におけるウリバの党派性は、自らが率いる教会組織のみな
らず、出身家門であるサルダーニャ・バザルー伯家の利害代弁にもあらわれ
ていた。例えばクシャ修道院で開かれたある裁判においては、自身の兄弟で
あるサルダーニャ伯ギフレ Guifré II de Cerdanya（970 ごろ-1050 年、サル
ダーニャ伯在位 988-1035 年、ベルガ伯在位 1003-35 年）が係争地を不法占
拠した廉で訴えられていたにもかかわらず、ウリバは同伯とともにこの法廷
                                                     
51 FREEDMAN, The Diocese…, pp.10-11, 25-27; L'influence…, p.73; Le pouvoir…, 
p.177. 
52 KOSTO, Oliba, Peacemaker, pp.141-143． 
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を共同主宰している53。また 1020-23 年にはアンプリアス伯ウク Hug I 
d'Empúries（965 ごろ-1040 年ごろ、在位 991-1040 年）とルサリョ伯ガウ
スフレト Gausfred II（1013-74 年）の紛争を仲裁しているが54、そこには
伯ウクの野心脅威を感じていたバザルー伯バルナト Bernat I de Besalú（970
ごろ-1020 年、在位 988-1020 年、鉄 人 伯
タリャフェッル
Tallaferro）も、年少の伯ガウス
フレトの支援者として関与していた55。したがってウリバの目的は和解のみ
ならず、自身のもう 1 人の兄弟であるバザルー伯バルプトを援護することで
もあったという。最後にウリバはナルボンヌ大司教ギフレ Guifred と同副伯
ベランジェ Bérenger の紛争解決にも協力している。結果は副伯ベランジェ
に平和・友情・誠実を宣誓させるというものであったが、大司教ギフレの方
は選出時に危害を加えないと誓約しただけであったことを考えれば、相対的
に大司教に有利な内容であった56。なお「悪名高き聖職売買者」として、古
典的な教会史叙述で酷評されてきたこのナルボンヌ大司教は、同名のサルダ
ーニャ伯ギフレの息子すなわちウリバの甥にあたる57。つまり「ウリバの平
和実現活動は、彼の身内 relatives に利するものであった58」。 
 教会会議による平和運動は、時系列的には裁判による紛争解決の後にあら
われる。コストによればこの新しい試みは 1022 年ごろ、すなわち司教ウリ
バがナルボンヌ教会会議に出席して、ビック司教区における教会財の横領を
訴えたときから始まった。ウリバはそこで横領者への破門宣告を請求してい
るが、この教会罰適用を認可したのは甥のナルボンヌ大司教ギフレである。
それから 20 年後に開かれたナルボンヌ教会会議でも、ウリバはクシャ修道
院に対する権益侵害について同様の訴えを起こした。しかし甥にあたるバザ
ルー伯ギリェム Guillem de Besalú（1020-52 年）とサルダーニャ伯ラモン
                                                     
53 KOSTO, Oliba, Peacemaker, p.141．サルダーニャ伯ギフレについては MESTRE, 
(ed.), Diccionari d’Historia…, p.532 を参照。 
54 それぞれ MESTRE, (ed.), Diccionari d’Historia…, p.550 の前者の項、および
pp.938-939 のルサリョの項を参照。 
55 同伯の略歴は MESTRE, (ed.), Diccionari d’Historia…, p.123 参照。後述するよう
に、このバルナト・タリャフェッルこそは、その政治的手腕をもってサルダーニャ・
バザルー伯家をバルセローナ伯家の強力な対抗勢力に押し上げた中心人物である。 
56 KOSTO, Oliba, Peacemaker, pp.144-145． 
57 引用はオーギュスタン・フリシュ（野口洋二訳）『叙任権闘争』創元社、1972 年、
16 頁。こうした悪評が南フランスやカタルーニャの地域的伝統を無視した、多分に不
当なものであることは今日では常識の範疇に属する。注 17 参照。 
58 KOSTO, Oliba, Peacemaker, p.145． 
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Ramon I（1068 年没）、およびその親族は破門対象から外しているのである59 
 以上を前提としてコストは、同じアメリカ人研究者ジェフリィ・バウマン
の論文に拠りつつ、ウリバ自身による平和会議もこの家門的文脈のなかで理
解されるべきだと説く。すなわち「神の休戦」で知られる 1027 年の教会会
議がトゥールージェで開かれたのは、同所がウリバの祖先によりクシャ修道
院に寄進された土地と近接しており、司教ウリバ自身もそこを保護下に置い
て灌漑と開発の計画を進めていたからだという60。 
 ここで注意しなくてはならないのは、サルダーニャ・バザルー伯家とのか
かる密接な結びつきが、古典的通説のいう悪しき俗権支配と同義ではないこ
とである。司教ウリバの行動は、いわゆる私有教会制のような、出身家門に
よって一方的に規定されるものではなかった。 
 まずウリバが連携していた世俗の諸侯勢力は、同一家門であるサルダーニ
ャ・バザルーの両伯だけではない。バルセローナ伯ラモン・ブレイ Ramon 
Borell の寡婦で、その息子と孫の幼年期には後見役も務めたジローナ女伯ア
ルマセンダErmessendaともまた、前 2者に劣らぬ緊密な関係を築いていた。
例えばウリバは 1040 年代後半、バルセローナ伯ラモン・バランゲー1 世
Ramon Berenguer I と、同伯に反旗をひるがえした副伯家の仲裁に関与して
いる。両者の間に一時的休戦を結ばせたこの裁判は、グンバウ・ダ・バゾラ
Gombau de Besora、アマト・アルダリク・ドゥリス Amat Elderic d'Orís、
バルナト・サンドレト・ダ・グルプ Bernat Sendred de Gurb など、ジロー
ナ女伯の宮廷に集う世俗貴族たちによって進められた。その背後に孫伯ラモ
ン・バランゲー1 世と和解したばかりの老女伯、アルマセンダの意向がはた
らいていたことは疑いない。司教ウリバはここでもまた、公正中立な平和実
現者ではなく、ジローナ女伯に加担する党派の一員として政治的紛争に関わ
っている。むろんウリバも恩恵を受けた。すなわちリポイ修道院関連の 5 件
の紛争のうち、4 件はサルダーニャ伯ギフレかジローナ女伯アルマセンダが
主宰する法廷で解決されたものであり、残る 1 件でも係争の対象となったの
はアルマセンダからの寄進地であった61。 
                                                     
59 KOSTO, Oliba, Peacemaker, pp.145-146．両伯については、それぞれ MESTRE, 
(ed.), Diccionari d'Historia…, p.126 のバザルー伯領の項、および pp.236-238 のサル
ダーニャ伯家の項（特に p.237）を参照。 
60 KOSTO, Oliba, Peacemaker, pp.146-147． 
61 KOSTO, Oliba, Peacemaker, p.141．ジローナ女伯アルマセンダについては、同司
教・同司教座との関連において次章で詳述する。 
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 次にこの連携は親族的紐帯というより個人的な友誼関係によるものであっ
て、ウリバのビック司教選出も多分にその結果であったという62。かつての
紀元千年変動論においては、ローマ・西ゴート以来の公法統治理念と封建的
慣行への反感が両者を結びつけ、ボナッシーが「旧秩序の熱心党」と呼ぶ守
旧派の一大勢力を形成していたと想定された63。しかし近年ではむしろ、俗
人の教会関与が積極的に評価されるにともない、霊性もしくは宗教的関心が
接点として注目されている。女伯アルマセンダは絶えず臣民の救済を気にか
け、グレゴリウス改革に先立って在地主導の教会改革に意欲を示した。夫伯
に先立たれ、ジローナ固有の女伯となったアルマセンダがウリバを宮廷に招
いたのも、カタルーニャ修道院改革の起点となったクシャ修道院長としての
評判ゆえであったという。さらにその後、女伯アルマセンダが進めた教会の
建設や司教座聖堂参事会改革も、ウリバの助言によるものとされる64。 
 以上の例から分かるように、聖と俗の 2 つの原理はどちらか一方が他方に
優越してこれを支配するというものではなく、この時代にあっては相互補完
もしくは複雑に絡み合って 1 つの秩序を形成していた。司教ウリバの平和運
動が出身家門の利害と結びついていたからといって、その活動がいくつもの
局地的平和を実現したという事実に変わりはない。そもそも世俗君主家門と
の緊密な協力関係なくしては、裁判による紛争解決も神の平和・休戦会議も
実現しえなかった。またひと口に俗権との癒着といっても、サルダーニャ・
バザルー伯家との関係にみられるような親族の論理と、ジローナ女伯アルマ
センダとの関係にみられるような公権力もしくはキリスト教的霊性の論理の
双方が並存していた。コストはウリバの行動原理を整理して、公的なもの、
教会組織的なもの、家門的なものの 3 種類に区分している。しかしそれぞれ
を個別分断的に考察すること、あるいはいずれがより重要かと序列化するこ
とには何の意味もないという。コストはウリバを「複雑な人物 complex figure」
と形容するが、それはこのビック司教が多面的な当時の教会と社会を象徴す
る存在だからであろう65。 
（（2）に続く） 
                                                     
62 KOSTO, Oliba, Peacemaker, p.140． 
63 BONNASSIE, La Catalogne…, p.632． 
64 AURELL, Martin, Les noces del comte. Matrimoni i poder a Catalunya (785- 
1213), Barcelona 1998, pp.225-231．これらの問題について、詳しくは次章で述べる。 
65 KOSTO, Oliba, Peacemaker, pp.136-137．前掲拙稿「10-11 世紀」51-52 頁も参照。 
